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トラックの上下方向の振動加速度とパワースペクトル密度
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輸送振動と食品・包装資材の損傷
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技術の特徴
・輸送振動による損傷防止のための手法
を開発する 。

・３次元試験機により上下、左右、前後の
３軸方向の輸送振動を再現する。
・それぞれの食品固有の損傷性を加味し
たシミュレーション法を構築する。
・振動強度と損傷性の関係を示すS-N曲
線を使用して振動条件を設計。
・S-N曲線を使用してシミュレーション時
間の短縮を行う。
今後の展開
・荷台の任意位置の振動再現。
・損傷発生メカニズムの解明。
・個別食品の包装改善への応用。
・環境負荷を最小化する包装設計手法
の開発。

方式：６軸油圧サーボ式方式：６軸油圧サーボ式
振動台：振動台：1,200mm1,200mm××1,200mm1,200mm
振幅：振幅：±±50mm50mm
最大：最大：1.0m/1.0m/ss, 1.5, 1.5（（2.52.5））G G （（1.51.5ｔ積載時）ｔ積載時）

設置条件：恒温恒湿室に設置設置条件：恒温恒湿室に設置

試験装置の概要

①通いコンテナ＋吊下①通いコンテナ＋吊下

③段ボール箱＋ＦＣ③段ボール箱＋ＦＣ

②通いコンテナ＋②通いコンテナ＋
トレー＋ＦＣトレー＋ＦＣ

  下方向加速度
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振動再現用データの例
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トラック輸送の振動再現と損傷シミュレーション

包装資材の緩衝性能の評価と改善

包装形態と加速度伝達率損傷性評価

加速度測定３次元加振機の振動台

①（吊り下げ）
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